
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
水
牛
遊
牧
民
グ
ジ
ャ
ー
ル
族

　
　
　
－
そ
の
生
活
と
定
住
化
1
　
　
（
一
）

（77）　インドヒマラヤの水牛遊牧民グジャール族

　　　　四
（切け）㈲　’ ｛ウ）｛イ）ω　　、（イ〕（ガ　　、　　、

は
じ
め
に

グ
ジ
ャ
ー
ル
と
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
形
成

　
グ
ル
ジ
ャ
ラ
（
古
代
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
）

　
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
形
成

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
生
活

　
遊
牧
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
例

　
移
牧
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
例

　
定
住
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
例
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
本
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
一
〇
七
巻
2
号
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
定
住
化
の
諸
問
題

　
定
住
化
の
非
行
政
的
要
因

　
定
住
化
の
行
政
的
要
因
－
森
林
政
策
、
定
住
政
策

　
森
林
政
策
、
定
住
政
策
の
問
題
点

お
わ
り
に

吉
　
　
住

知
　
　
文

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
（
1
）

　
か
つ
て
旧
大
陸
に
広
範
に
分
布
し
た
遊
牧
・
移
牧
と
い
う
移

動
式
牧
畜
形
態
は
、
生
活
様
式
の
変
化
、
牧
地
維
持
の
困
難
化
、

企
業
的
牧
畜
・
酪
農
の
発
展
、
政
府
に
よ
る
定
住
化
政
策
な
ど

に
よ
り
多
く
の
地
域
か
ら
姿
を
消
し
た
し
ま
た
消
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
遊
牧
民
・
移
牧
民
の
人
類
学
的
、
民
族
学
的
な
研

究
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
東
ア
フ
リ
カ
、
．
地
中
海
周

辺
を
中
心
に
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
も

の
に
つ
い
て
は
ガ
ヅ
デ
ィ
ー
（
O
註
昌
）
な
ど
ご
く
一
部
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

い
て
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
ン
ド

亜
大
陸
に
お
い
て
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
を
中
心
に
多
彩
な
遊
牧
・
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移
牧
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
し
、
現
在
も
彼
ら
は
イ
ン
ド
ヒ

マ
ラ
ヤ
地
域
の
重
要
な
杜
会
的
構
成
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
中
で
も
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
た
と
え
ぱ

ガ
ッ
デ
ィ
ー
、
ボ
ー
テ
ィ
ー
（
団
ブ
o
箒
）
、
キ
ン
ナ
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
穴
す
目
凹
冒
凹
）
、
グ
ジ
ャ
ー
ル
（
o
ε
胃
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
彼
ら
の
遊
牧
・
移
牧
も
ま
た
、
移
動
時
に
自
動
車
交
通

の
障
害
と
な
る
こ
と
、
教
育
や
医
療
な
ど
の
近
代
的
便
宜
の
希

求
、
中
央
政
府
・
州
政
府
に
よ
る
環
境
保
全
政
策
及
び
定
住
化

政
策
な
ど
に
よ
っ
て
次
第
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

　
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
遊
牧
・
移
牧
民
の
一
つ
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
族
の
形
成
過
程
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
牧
畜
活
動
の
現
状
を
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
報
告
し
、
さ

ら
に
定
住
化
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

グ
ジ
ャ
ー
ル
と
は

　
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
だ
け
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
南
は
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
か
ら
北
は
パ
キ
ス

タ
ン
の
北
西
辺
境
州
に
か
け
て
の
広
い
地
域
に
住
む
部
族
・
力

　
　
　
　
？
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

ー
ス
ト
で
あ
る
。
四
〇
〇
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
る
人
口
を
擁

し
て
い
る
が
宗
教
、
、
生
活
様
式
、
言
語
が
大
き
く
異
な
る
集
団

を
含
ん
で
お
り
全
体
と
し
て
一
つ
の
民
族
と
は
言
い
難
い
し
、

一
つ
の
部
族
、
力
ー
ス
ト
と
言
う
に
も
無
理
が
あ
る
。

　
今
目
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
大
き
く
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

類
で
き
る
。
居
住
地
か
ら
は
平
原
地
帯
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
地
か
ら

平
原
へ
の
漸
移
地
帯
や
デ
カ
ン
高
原
な
ど
の
丘
陵
地
帯
を
含

む
）
に
住
み
、
主
と
し
て
農
業
ま
た
は
定
住
牧
畜
を
営
む
「
平

原
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
に
住
み
、
主
に
水
牛
の

遊
牧
、
移
牧
に
従
事
す
る
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
に
区

分
で
き
る
。
一
方
宗
教
か
ら
は
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
グ
ジ
ャ
ー
ル
」

と
「
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
に
大
別
で
き
る
（
少
数
だ
が
シ

ッ
ク
教
徒
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
も
い
る
）
。
と
こ
ろ
が
「
ヒ
マ
ラ
ヤ

グ
ジ
ャ
ー
ル
」
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
つ
ま
り

「
平
原
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
「
平
原
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー

ル
」
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
グ
ジ
ャ
ー
ル
」

「
平
原
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
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こ
の
う
ち
平
原
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
ガ
ン
ガ
・
ヤ
ム
ナ
（
o
竃
①
目
印
－

く
與
昌
目
畠
）
平
原
、
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
（
勺
昌
前
げ
）
平
原
を
主
要

居
住
地
と
し
さ
ら
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
南
の
デ
カ
ン

高
原
南
部
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ジ
ャ
ー
ル
は
自
他
と
も
に
ラ
ー
ジ
ブ
ー
ト
を
認
じ
て
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
の
地
域
で
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
力
i
ス
ト
（
ま
昌
ぎ
曽
9
易
8
）
　
、

を
構
成
す
る
こ
と
も
多
く
、
有
力
な
杜
会
的
勢
力
で
あ
る
。
一

九
三
一
年
セ
ン
サ
ス
で
も
、
南
の
い
く
つ
か
の
居
住
地
域
で
は

「
先
進
ヒ
ン
ド
ウ
ー
力
ー
ス
ト
（
＞
～
彗
o
＆
雪
旨
O
鶉
后
）
」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
平
原
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
、
経
済

的
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
グ
ジ
ャ
ー
ル
に
比
し
て
必
ず
し
も
低
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
カ
ー
ス
ト
序
列
観
に
よ
る
差

別
の
た
め
杜
会
的
地
位
は
低
い
。
平
原
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
農
耕
民

が
多
い
が
、
都
市
近
郊
で
は
水
牛
や
牛
を
飼
育
し
ミ
ル
ク
を
生

産
す
る
酪
農
従
事
老
の
割
合
が
犬
き
い
。

　
一
方
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
主
住
地
は
、
イ
ン
ド
で
は

筆
老
が
調
査
し
た
三
地
域
す
な
わ
ち
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ

ュ
州
の
北
西
部
バ
ギ
ラ
ヅ
テ
ィ
ー
（
｝
ζ
牲
『
津
巨
ガ
ン
ガ
す
な

わ
ち
カ
ン
ジ
ス
川
の
上
流
）
谷
、
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ

ユ
州
の
ク
ー
ル
ー
（
宍
邑
自
）
谷
、
ラ
ビ
（
内
印
巨
）
谷
地
方
、
お

よ
ぴ
未
調
査
の
ジ
ャ
ム
ー
地
域
で
あ
る
。
（
パ
キ
ス
タ
ン
で
は

プ
ー
ン
チ
（
｝
o
o
自
o
－
）
、
ム
ザ
ヅ
フ
ァ
ラ
バ
ヅ
ド

（
竃
⊆
墨
串
弩
き
邑
）
、
ハ
ザ
ラ
（
曽
曽
饒
冨
）
が
主
住
地
で
バ
キ

ス
タ
ン
最
北
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
（
Ω
局
5
に
ま
で
分
布
し
て
い

る
）
。
本
来
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
遊
牧
民
で
あ
る
が
、

近
年
で
は
移
牧
や
定
住
牧
畜
を
営
む
も
の
が
多
く
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
遊
牧
や
移
牧
の
対
象
家
畜
は
水
牛
が
多
く
、

牛
を
混
ぜ
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
搾
乳
用
で
ミ
ル
ク
や
バ

タ
i
の
生
産
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
る
。
定
住
し
た
も
の

も
多
く
が
水
牛
に
よ
る
酪
農
を
営
む
。
ム
ス
リ
ム
が
多
数
を
占

め
る
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
地
方
を
除
い
て
は
、
平
原
ム
ス
リ
ム
グ
ジ

ャ
ー
ル
同
様
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
か
ら
は
差
別
を
受
け
て
い
る
。
例

え
ば
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
は
彼
ら
か
ら
ミ
ル
ク
を
買
わ
な
い
場
合
が
あ

る
し
、
筆
者
の
調
査
で
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
ポ
ー
タ
ー
が
彼
ら
と

会
う
の
を
嫌
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
経
済
的
状

況
は
決
し
て
定
住
民
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
問
題
は

経
済
的
で
あ
る
よ
り
も
杜
会
的
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
そ
の
移

動
生
活
の
た
め
教
育
、
医
療
、
衛
生
と
い
っ
た
近
代
的
便
宜
、
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表Iヒマチャル・プラデーシュ州のグジャール人口
　　（1981’i

農　村 都　市
合計

男 女 男 女

ヒンドウー教 8，268 7，622 84 46 16，020

ムスリム 6，343 5，733 3 3 12，082

キリスト教 6 9 15

シソク教 2 2

仏　　教 1 2 3

合　計 14，620 13，365 87 49 28，ユ21

（出所）

（注）

Ccnsus　of　India1981，series7part－ixより筆老

作成。

1966年バンジャブ再編法による編入地域を除
く。

政
治
参
加
な
ど
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
人
口
で
あ
る
が
、
現
在
の
イ
ン
ド
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
に
リ
ス
ト
ア
ヅ
プ
さ
れ
て
い
る
地

域
以
外
で
は
部
族
・
カ
ー
ス
ト
別
の
セ
ン
サ
ス
は
な
い
。
最
も

新
し
い
セ
ン
サ
ス
調
査
年
で
あ
る
八
一
年
現
在
、
グ
ジ
ャ
ー
ル

族
が
指
定
部
族
に
な
っ
て
い
る
の
は
ヒ
マ
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ

ュ
州
だ
け
で
（
指
定
力
ー
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
州
は
な
い
）
、
そ

こ
で
は
セ
ン
サ
ス
か
ら
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
職
業
、
宗
教
、
就
学
状

況
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
一
九
六
六
年
の
バ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
再
編
法
に
よ
っ
て
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州

に
編
入
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
バ
ン
ジ
ャ
ー

ブ
に
お
い
て
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
指
定
部
族
に
リ
ス
ト
ア
ヅ
プ
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
編
入
後
も
リ
ス
ト
か
ら
除
か
れ
て
お
り

統
計
も
公
表
さ
れ
な
い
。
ま
た
遊
牧
人
口
、
移
牧
人
口
も
分
か

ら
な
い
。
参
考
ま
で
に
一
九
八
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
ヒ
マ

チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
人
口
は
別
表
の
通

り
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
全
域
に
わ
た
る
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
人
口
は
部
族
・
力
ー

ス
ト
別
の
最
後
の
人
口
統
計
で
あ
る
一
九
三
一
年
セ
ン
サ
ス
よ

り
推
計
す
る
し
か
な
い
。
三
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
地
域
、
宗

教
別
グ
ジ
ャ
ー
ル
人
口
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
サ

ス
の
県
レ
ベ
ル
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
人
口
を
見
る
と
当
時
の
分
布
は

分
か
る
が
、
そ
の
後
分
離
独
立
の
際
に
大
規
模
な
人
口
移
動
が

あ
っ
た
の
で
、
現
在
の
分
布
を
推
定
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
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表II地域別グジャール人口（1931）

State/Province Muslim Hindu Sikh 
A
 
~
t
 
l
:
]
 

North Western Frontier Province 

121,367 132 11 l 21,510 

Jammu & Kashmir 402,781 402,781 

Pan jab 521 ,347 170,434 4,646 696,427 

United Province 73,699 287,615 361,314 

Ra jputana 526,791 526,791 

A jmer.Merwara 62 35,001 35,063 

Central Province 33 59,995 60,028 

Central India Agency 84,813 84,81 3 

Gualior 119,814 119,814 

Bombay Presidency 690 690 

Hyderabad 8,063 8,063 

A
 
~
f
 
~
:
'
 

l,ll 9,289 l,292,386 4,657 2,416,332 

（出所） Census　of　lndia，1931より筆老集計。（注）1931年は

独立前なので現パキスタン領の人口を含む。バンジャー

ブは分割前のもの。Rajputanaは宗教別に人口が示さ

れていないがヒンドゥーが圧倒的多数と思われるのです

べてヒンドゥーに入れた。

職
業
な
ど
も
分
か
ら
な
い
。
一
九
六
〇
年
の

「
非
定
住
部
族
の
日
会
議
」
（
之
◎
旨
邑
庁

↓
『
旨
易
∪
帥
く
O
o
弐
①
鳥
目
o
Φ
）
で
の
、
「
セ
ン
サ

ス
で
州
レ
ベ
ル
で
の
非
定
住
民
数
を
調
査
す
る

こ
と
」
と
い
う
決
議
の
速
や
か
な
実
施
が
待
た

（
1
0
〕

れ
る
。

ニ
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
形
成

　
つ
ぎ
に
本
稿
の
対
象
と
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ

ジ
ャ
ー
ル
は
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
言
う
と
現
在
支

で
の
と
こ
ろ
そ
の
形
成
史
に
は
定
説
は
な
い
し
、

諸
説
を
裏
付
け
る
史
料
も
極
め
て
少
な
い
。
こ

こ
で
は
今
ま
で
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
形
成
史
の
論
点

を
簡
潔
に
整
理
し
、
形
成
史
を
仮
説
と
し
て
提

起
し
て
お
き
た
い
。

⑦
　
グ
ル
ジ
ャ
ラ
（
古
代
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
）

　
歴
史
に
初
め
て
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
登
場
す
る
の

は
六
世
紀
中
、
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
歴
史
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は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
民
族
的
系
統
つ
い
て

も
諸
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
犬
の
争
点
は
グ
ジ
．
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

ー
ル
を
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
系
と
見
な
す
か
、
後
代
の
外
来
民

族
と
見
な
す
か
で
あ
る
。
後
老
に
は
、
紀
元
前
後
に
イ
ン
ド
亜

大
陸
に
侵
入
し
た
イ
ン
ド
・
ス
キ
タ
イ
（
－
己
o
－
ω
o
首
巨
彗
）
系

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

遊
牧
民
と
考
え
る
も
の
と
、
エ
フ
タ
ル
（
丙
昌
亭
き
冨
ω
）
な
ど

の
白
フ
ン
（
峯
巨
8
＝
自
コ
o
『
｝
冒
印
）
族
と
と
も
に
五
、
六
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

紀
に
侵
入
し
た
遊
牧
民
と
見
な
す
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
侵

入
経
路
も
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
．
ン
↓
カ
イ
バ
ー
峠

↓
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
↓
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
と
す
る
も
の
と
、
中

央
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
↓
ボ
ラ
ン
（
困
〇
一
竃
）
峠
↓

イ
ン
ダ
ス
下
流
↓
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ

る
。
グ
ジ
ャ
ー
ル
を
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
と
見
な
す
説
で
も
、

少
な
く
と
も
五
、
六
世
紀
頃
ま
で
の
主
住
地
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ

ー
ン
州
南
部
の
ア
ー
ブ
ー
（
＞
巨
）
山
周
辺
と
し
て
い
名
。

　
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
起
源
が
い
ず
れ
で
あ
れ
、
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
歴

史
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
六
世
紀
中
、
こ
ろ
の
現
ジ
目
ド
プ
ー

ル
（
旨
亭
ε
膏
）
地
方
に
起
こ
っ
た
グ
ル
ジ
ャ
ラ
（
Ω
膏
首
冨
）

族
（
グ
ル
ジ
ャ
ラ
は
グ
ジ
ャ
ザ
ル
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
形
で

あ
る
）
の
小
王
国
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
史
家
の
認
め
る
と

　
　
　
＾
u
）

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
よ
り
少
し
後
に
は
同
じ
一
族
に
よ
り
、

現
在
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
南
部
の
バ
ル
ー
チ
（
困
ブ
昌
争
）
や
マ

デ
ィ
ヤ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
マ
ル
ワ
ー
（
雲
巴
ミ
印
）
に
グ
ル

ジ
ャ
ラ
の
王
国
が
で
き
て
い
る
。
や
は
り
六
世
紀
中
ご
ろ
以
降
、

デ
カ
ン
高
原
南
部
の
現
在
の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
か
ら
北
の
マ
ハ

ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
に
か
け
て
広
大
な
版
図
を
持
つ
前
期
チ
ャ

ー
ル
キ
ヤ
朝
が
栄
え
た
が
、
こ
の
王
朝
の
王
族
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

グ
ル
ジ
ャ
ラ
と
す
る
説
と
そ
れ
に
否
定
的
な
説
が
あ
る
。
玄
装

は
七
世
紀
に
こ
の
王
朝
を
訪
れ
た
も
の
の
、
王
は
ク
シ
ャ
ト
リ

ア
で
あ
る
と
し
て
い
る
だ
け
で
グ
ル
ジ
ャ
ラ
族
で
あ
る
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■
㌧

か
に
は
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
一
方
玄
装
は
そ
の
後
訪

れ
た
ジ
冒
ド
プ
ー
ル
地
方
を
嬰
折
羅
国
と
し
て
記
録
を
残
し
て

　
（
1
8
）い

る
。
嬰
折
羅
は
o
旦
印
屋
を
音
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
＾
1
9
）

る
が
こ
れ
が
、
上
記
の
ジ
ヨ
ド
プ
ー
ル
地
方
に
始
ま
っ
た
グ
ル

ジ
ャ
ラ
王
国
で
あ
ろ
う
。

　
八
世
紀
に
は
ア
ラ
ブ
の
侵
入
に
よ
る
混
乱
と
そ
れ
へ
の
低
抗

の
中
か
ら
、
玄
装
が
訪
れ
た
嬰
折
羅
の
王
の
後
継
老
に
よ
っ
て

マ
ル
ワ
ー
地
方
に
建
て
ら
れ
た
グ
ジ
ャ
ー
ル
小
国
家
が
強
大
に
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な
り
グ
ル
ジ
ャ
ラ
プ
ラ
テ
ィ
ハ
ー
ラ
朝
が
成
立
す
る
。
こ
の
王

朝
は
九
世
紀
に
発
展
し
て
十
一
世
紀
ま
で
続
き
一
時
は
北
イ
ン

ド
の
大
半
を
支
配
し
た
。
こ
の
王
朝
の
北
部
、
東
部
へ
の
発
展

と
と
も
に
、
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
南
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
i
ン
（
ま
た

は
そ
の
周
辺
）
か
ら
東
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
、
ガ
ン
ガ
・
ヤ

ム
ナ
平
原
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ぱ

十
世
紀
後
半
に
約
一
万
八
千
人
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
ビ
ン
マ
ー
ル

（
｝
巨
昌
昌
巴
玄
装
の
記
し
た
嬰
折
羅
国
の
首
都
に
比
定
さ

（
㎜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

れ
る
）
か
ら
デ
リ
ー
に
移
住
し
た
と
い
う
伝
説
や
、
現
ラ
ー
ジ

ャ
ス
タ
ー
ン
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
領
域
が
少
な
く
と
も
十
世
紀
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

で
は
グ
ル
ジ
ャ
ラ
ー
ト
ラ
（
Ω
胃
首
『
津
量
）
と
呼
ぱ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
こ
の
推
定
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
グ
ジ

ャ
ー
ル
の
生
業
に
つ
い
て
は
直
接
的
に
示
す
史
料
は
な
い
が
、

上
記
の
デ
リ
ー
へ
移
住
し
た
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
集
落
を
作
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
遊
牧
を
行
う
も
の
以
外
に
相
当
の
割
合
の
も
の

が
定
住
牧
畜
、
定
住
農
耕
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
定
住
者
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の

初
期
形
成
者
で
あ
る
。

　
以
上
が
グ
ジ
ャ
ラ
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
古
代
の
グ

ル
ジ
ャ
ラ
は
現
在
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
、
特
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ

ー
ル
と
ど
う
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ラ
テ
ィ
ハ
ー
ラ
朝

の
終
焉
と
と
も
に
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
政
治
の
表
舞
台
か
ら
降
り
て

し
ま
っ
た
以
上
、
両
老
を
繋
ぐ
証
左
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
そ
れ
は

伝
説
と
極
め
て
断
片
的
な
史
料
の
中
に
探
る
し
か
な
い
。

ω
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
形
成

　
先
ず
重
要
な
問
題
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
果
た
し

て
古
代
グ
ル
ジ
ャ
ラ
の
末
奮
な
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
十
九
世
紀
後
半
に
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
犬
規
模
な
言

語
学
調
査
の
興
味
深
い
結
果
が
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
現
バ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
地
の
ス
ワ
ヅ
ト

（
ω
ミ
津
）
地
方
か
ら
カ
シ
ミ
ー
ル
に
か
け
て
住
む
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

グ
ジ
ャ
ー
ル
が
話
す
グ
ジ
ュ
リ
ー
（
O
旦
胃
－
）
語
は
、
六
百
マ

イ
ル
も
離
れ
た
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
東
部
の
ア
ル
ワ
ー
ル

（
≧
婁
胃
）
地
方
の
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
二
1
（
語
）
の
方
言
メ
ワ

ー
テ
ィ
ー
（
竃
①
奏
印
ε
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
東
部
ラ
ー

ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
に
は
グ
ル
ジ
ャ
ラ
の
後
蕎
と
考
え
ら
れ
る
ラ
ー

ジ
プ
ー
ト
の
有
力
氏
族
、
チ
ョ
ウ
ハ
ン
氏
が
い
る
が
、
ス
ワ
ヅ

ト
地
方
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
に
も
チ
ョ
ウ
ハ
ン
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（
O
ぎ
亭
竃
）
氏
族
が
い
て
言
語
的
に
も
極
め
て
近
い
と
い
う

　
　
　
（
翌

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ス
ワ
ッ
ト
、
カ
シ
ュ
ミ
ー

ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
東
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
か

ら
移
住
し
た
か
、
逆
方
向
に
移
住
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
ヘ
の
移
動
老
が
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
二
ー
の
方
言
を
残
す
こ
と
は
あ
り

え
な
い
か
ら
、
東
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
カ

シ
ュ
ミ
ー
ル
や
ス
ワ
ヅ
ト
ヘ
移
住
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
グ
ジ
ュ
リ
ー
の
方
が
メ
ワ
ー
テ
ィ
ー
よ
り
古
い
形
を
残

　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
そ
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
が

遊
牧
と
い
う
、
よ
り
孤
立
的
な
生
活
様
式
を
続
け
た
た
め
と
解

釈
で
き
よ
う
。

　
ま
た
グ
ジ
ュ
リ
ー
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
二
1
（
ヤ
ム
ナ
平

原
地
方
の
言
語
）
、
バ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー
（
語
）
を
そ
の
中
に
残
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
↓
ヤ
ム
ナ
平
原
↓
バ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
平
原
↓
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
お
よ
び
ス
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
）

ヅ
ト
と
段
階
的
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
く
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
か
ら
移
住
し
て
き
た

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
は
他
に
も
あ
る
。
前
節
に
記
し
た
よ
う

に
、
十
世
紀
に
多
く
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
南

部
か
ら
デ
リ
ー
に
移
住
し
た
と
い
う
伝
説
。
さ
ら
に
そ
の
デ
リ

ー
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
十
六
世
紀
中
，
こ
ろ
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
・
カ
ン

デ
ィ
ー
（
丙
彗
2
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
群
の
中
で
最
も
平
原
側
に
あ

る
シ
ワ
リ
ク
（
ω
孝
弩
寿
ω
）
山
脈
の
平
原
側
斜
面
地
帯
）
へ
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㏄
）

住
し
た
と
の
系
図
記
録
や
伝
説
。
バ
キ
ス
タ
ン
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

の
現
グ
ジ
ラ
ヅ
ト
（
o
邑
§
け
）
は
当
時
（
十
六
世
紀
は
じ
め
）

す
で
に
グ
ジ
ラ
ー
ト
と
呼
ぱ
れ
、
そ
の
支
配
者
は
も
と
は
ラ
ー

ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
ト
ン
ク
（
↓
昌
片
）
出
身
の
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト

で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
グ
ジ
ャ
ー
ル
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

す
る
バ
ー
プ
ル
の
記
述
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
に
見
ら
れ

る
交
換
婚
（
二
つ
な
い
し
三
つ
の
家
族
が
女
子
を
交
換
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
結
婚
が
成
立
す
る
）
が
古
い
時
代
の
ラ
ー
ジ
プ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

ト
の
習
慣
に
も
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
次
に
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
や
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ

デ
ー
シ
ュ
州
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
形
成
に
関
し
て
も
興
味
あ
る
伝

説
や
伝
承
が
あ
る
。
ま
ず
チ
ャ
ン
バ
（
O
霊
昌
9
）
の
グ
ジ
ャ

ー
ル
が
六
世
代
ほ
ど
前
に
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
で
牧
地
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が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に
移
住
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
）

今
で
も
初
期
移
住
老
の
系
譜
を
た
ど
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
の
調
査
で
も
チ
ャ
ン
バ
県
の
サ
ー
フ
ー
（
蟹
巨
）
の
あ
る

グ
ジ
ャ
ー
ル
は
祖
父
の
時
代
に
牧
地
の
不
足
の
た
め
カ
シ
ミ
ー

ル
の
バ
ラ
ム
ラ
（
■
胃
印
昌
巨
印
）
か
ら
移
住
し
た
と
言
っ
て
い

る
。
ま
た
シ
ル
ム
i
ル
（
ω
庁
旨
膏
）
県
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
伝
説
で

は
、
こ
の
地
の
シ
ャ
ム
シ
ェ
ー
ル
・
プ
ラ
カ
ー
シ
ュ
王
が
プ
ー

ン
チ
の
王
家
と
婚
姻
関
係
を
結
び
に
プ
ー
ン
チ
を
訪
れ
た
時
、

そ
こ
の
豊
か
な
ミ
ル
ク
が
グ
ジ
ャ
ー
ル
に
よ
る
も
の
と
知
っ
て
、

プ
ー
ン
チ
の
王
に
懇
請
し
て
グ
ジ
ャ
ー
ル
を
連
れ
帰
っ
た
と

＾
㏄
）

あ
る
。
ま
た
筆
老
の
調
査
で
マ
ン
デ
ィ
ー
（
冬
彗
e
県
ナ
グ

ワ
イ
ン
、
（
2
凹
婁
讐
コ
）
村
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
古
老
が
、
自
分
達

は
二
百
－
三
百
年
前
に
ジ
ャ
ン
ム
ー
か
ら
や
っ
て
き
た
と
言
っ

て
い
る
こ
と
。
同
じ
く
筆
者
の
調
査
し
た
バ
ギ
ラ
ッ
テ
ィ
ー
谷

の
ド
ー
デ
ィ
ー
・
タ
ー
ル
（
U
o
昌
↓
巴
）
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
た
ち

は
二
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
ジ
ャ
ン
ム
ー
か
ら
移
住
し
て
き
た
の

で
、
ジ
ャ
ン
マ
ウ
ル
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
や
ウ
ヅ

タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
ジ
ャ

ン
ム
ー
や
カ
シ
ェ
ミ
ー
ル
か
ら
移
住
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
と
合
わ
せ
る
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル

は
、
東
部
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
↓
ヤ
ム
ナ
平
原
↓
バ
ン
ジ
ャ
ー

ブ
平
原
↓
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
↓
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ

デ
ー
シ
ュ
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
の
山
地
、
ま
た
バ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
平
原
↓
ス
ワ
ヅ
ト
↓
ギ
ル
ギ
ヅ
ト
と
移
動
し
て
き
た

こ
と
に
な
る
。

　
移
動
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
直
接
的
に
示
す
史
料
は

極
め
て
少
な
い
が
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
仮
定
し
て
い
る
。
ラ

ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
は
乾
燥
地
域
で
飼
料
が
少
な
い
上
に
、
人
口

が
増
加
し
て
き
て
（
現
在
世
界
の
乾
燥
地
域
の
内
で
最
も
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
〕

密
度
が
高
い
と
言
わ
れ
る
）
牧
地
の
競
合
が
激
し
く
な
っ
た
た

め
、
ガ
ン
ガ
・
ヤ
ム
ナ
平
原
、
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
平
原
な
ど
の
耕

地
化
さ
れ
て
い
な
い
河
川
敷
や
後
背
林
、
丘
陵
斜
面
林
へ
移
動

し
た
（
実
際
前
世
紀
末
で
も
多
く
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
そ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

な
地
域
に
居
住
し
て
い
る
）
。
こ
の
地
域
は
湿
潤
で
農
耕
に
適

し
て
い
る
の
で
耕
地
を
手
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
、
伝
統
的
生

活
を
捨
て
新
事
業
に
着
手
す
る
意
欲
を
持
つ
も
の
は
定
住
し
た
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に
違
い
な
い
。
残
り
の
も
の
は
こ
こ
で
も
牧
地
の
競
合
が
起
こ

り
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
の
牧
地
に
移
動
し
た
。

ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
や
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ

ュ
州
の
山
地
で
は
な
く
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
に
移
住
し

た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
カ
シ
ミ
ー
ル
の
方
が

良
い
ア
ル
プ
（
マ
ル
グ
昌
胃
o
q
、
バ
ハ
ク
げ
筈
算
、
ナ
ー
イ
墨
－

な
ど
と
呼
ぱ
れ
る
）
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
交
通
事
情
、

ア
ル
プ
の
標
高
（
森
林
限
界
線
に
も
っ
ぱ
ら
影
響
さ
れ
る
）
や

地
形
な
ど
ア
ル
プ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
や
放
牧
上
の
条
件
も
、
ジ
ャ

ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
の
方
が
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ

よ
り
優
位
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー
ル
だ
け
が
ジ
ャ
ン

ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
移
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
二
世
紀

に
成
立
し
た
カ
シ
ミ
ー
ル
史
ラ
ー
ジ
ャ
タ
ラ
ン
ギ
ー
二
に
グ
ジ

ャ
ー
ル
の
記
述
が
な
く
、
ジ
ャ
ハ
ン
ギ
ー
ル
時
代
（
十
七
世
紀

は
じ
め
）
に
カ
シ
ミ
ー
ル
の
グ
ル
マ
ル
グ
（
Ω
邑
昌
彗
o
q
）
に
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鎚
）

ジ
ャ
ー
ル
が
遊
牧
し
て
い
る
と
の
記
録
か
ら
、
こ
の
あ
い
だ
の

期
間
に
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
カ
シ
ミ
ー
ル
に
進
出
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
こ
れ
が
カ
シ
ミ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
（
十
四
世

紀
）
以
後
で
あ
れ
ぱ
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ム
化
が
ム
ス
リ

ム
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
を
引
き
つ
け
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
ム
ス
リ
ム

は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
違
っ
て
ム
ス
リ
ム
の
搾
っ
た
ミ
ル
ク
を
飲
む

こ
と
へ
の
低
抗
も
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
移
住
し
た
後
に
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ー

ム
化
と
と
も
に
改
宗
し
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み

に
平
原
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
改
宗
時
期
に
つ
い
て
は
、
チ
ム
ー
ル
の

侵
入
時
（
十
四
世
紀
末
）
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
オ
ウ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈎
）

地
方
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
伝
説
や
、
十
五
－
十
六
世
紀
の
ム
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

ル
帝
国
の
成
立
前
に
改
宗
し
た
と
の
説
、
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
6
）

の
改
宗
圧
力
に
よ
る
と
の
説
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
改
宗
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
一
一
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
生
活

　
遊
牧
を
行
っ
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
後
述
の
よ

う
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
そ
の
本
格
的
な
民
族

学
的
調
査
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
単
に
記
録
を

残
す
と
い
う
意
味
か
ら
だ
け
で
で
は
な
く
、
定
住
化
政
策
立
案

の
上
か
ら
も
一
刻
も
早
い
本
格
的
な
調
査
が
待
た
れ
る
。
そ
れ
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と
の
間
を
多
少
と
も
繋
ぐ
意
味
で
、
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
る

が
筆
老
の
行
っ
た
調
査
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

調
査
は
一
九
八
九
年
の
夏
に
行
っ
た
。
先
行
調
査
が
な
い
た
め

事
前
に
は
夏
の
放
牧
地
の
位
置
さ
え
わ
か
ら
ず
、
す
べ
て
現
地

へ
行
っ
て
か
ら
放
牧
地
の
膚
報
を
集
め
、
訪
問
す
る
と
い
う
ロ

ス
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
は
筆
老
が
単
独
で
行
っ
た
も

の
で
、
現
地
で
通
訳
と
場
合
に
よ
っ
て
ポ
ー
タ
ー
を
雇
用
し
て

放
牧
地
へ
入
り
面
接
調
査
法
で
行
っ
た
。

㈲
　
遊
牧
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
例

　
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
ウ
ッ
タ
ル
カ
ー
シ
ー

（
∈
暮
胃
斥
麸
巨
）
県
の
県
庁
所
在
地
ウ
ヅ
タ
ル
カ
ー
シ
ー
よ
り

北
に
四
十
分
ほ
ど
山
に
入
っ
た
バ
ス
の
終
点
か
ら
急
坂
を
六
時

間
ほ
ど
登
る
と
ド
ー
デ
ィ
ー
・
タ
ー
ル
（
U
o
昌
↓
胃
）
と
い
う

池
が
あ
る
。
ヤ
ム
ナ
河
と
ガ
ン
ガ
本
流
で
あ
る
バ
ギ
ラ
ッ
テ
ィ

シ
河
の
分
水
嶺
の
稜
線
に
近
い
標
高
約
二
千
九
百
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
に
あ
る
。
ウ
ッ
タ
ル
カ
ー
シ
ー
か
ら
直
線
距
離
で
北
へ

十
五
キ
ロ
で
あ
る
。
十
一
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
家
族
が
こ
の
近
辺

を
夏
の
放
牧
地
に
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
人
、
ヌ
ー
ル
・
ア
ハ
マ
ッ
ド
（
三
十
歳
）
の

事
例
を
紹
介
す
る
。
一
家
の
伝
承
で
は
約
二
百
五
十
年
前
ジ
ャ

ン
ム
ー
か
ら
、
ウ
ヅ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
デ
ラ
・
ド
ゥ

ン
（
忌
す
；
U
冒
）
地
方
に
移
住
し
て
き
た
が
、
自
分
か
ら
四

代
前
に
一
族
の
紛
争
が
あ
っ
て
こ
の
地
に
来
た
と
い
う
（
こ
こ

で
い
う
移
住
地
は
夏
の
牧
地
を
指
す
）
。
現
在
生
計
を
と
も
に

す
る
家
族
は
母
、
妻
、
子
供
ふ
た
り
の
計
五
人
で
あ
る
。
彼
の

姉
妹
五
人
、
兄
弟
二
人
は
分
家
し
た
り
結
婚
し
た
り
で
生
計
も

生
活
も
別
で
あ
る
。
同
一
生
計
家
族
数
は
平
均
的
な
ヒ
マ
ラ

ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
十
－
二
十
人
で
あ
る
の
に
比
べ
て
か
な
り

少
な
い
。
所
有
家
畜
は
牡
水
牛
一
、
牝
水
牛
七
十
五
、
牡
牛
二
、

去
勢
牛
一
、
牝
牛
二
、
去
勢
馬
二
、
牝
馬
一
で
あ
る
。
水
牛
・

牛
は
搾
乳
用
、
馬
は
運
搬
用
で
あ
る
。
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
の

グ
ジ
ャ
ー
ル
の
所
有
牝
水
牛
頭
数
の
平
均
が
約
二
十
五
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
か
な
り
多
く
相
当
の
富
裕
層
と
い
え

る
。　

グ
ジ
ャ
ー
ル
は
移
動
の
時
に
は
キ
ャ
ン
バ
ス
地
の
簡
易
テ
ン

ト
を
用
い
る
が
、
夏
冬
の
牧
地
で
は
他
の
内
陸
ア
ジ
ア
、
西
ア

ジ
ア
の
遊
牧
民
と
違
っ
て
テ
ン
ト
は
使
わ
ず
に
小
屋
を
建
て
る
。

普
通
夏
の
牧
地
の
小
屋
は
森
林
限
界
の
す
ぐ
下
（
森
林
限
界
の
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上
が
主
要
牧
地
に
な
っ
て
い
る
）
の
森
林
の
中
に
あ
る
。
ア
ハ

マ
ヅ
ド
の
小
屋
も
例
外
で
は
な
い
。
小
屋
の
プ
ヲ
ン
は
問
口
六

メ
ー
ト
ル
奥
行
き
八
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
、
高
さ
は
四
メ
ー

ト
ル
程
で
あ
る
。
屋
根
は
小
枝
の
上
に
草
を
葺
い
た
寄
せ
棟
で
、

壁
面
は
丸
太
を
縦
割
り
ま
た
は
縦
挽
き
に
し
た
板
で
で
き
て
い

る
。
こ
の
小
屋
の
構
造
は
ボ
i
ス
の
報
告
し
て
い
る
、
カ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
7
）

ミ
ー
ル
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
小
屋
の
構
造
と
は
全
く
違
う
。
入
り

口
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
暖
房
用
か
ま
ど
が
あ
り
、
こ
の
周
り
が

い
わ
ぱ
リ
ビ
ン
グ
的
空
閻
で
あ
る
。
そ
の
奥
に
ベ
ヅ
ド
が
あ
る
。

か
ま
ど
の
右
側
は
や
は
り
リ
ビ
ン
グ
的
空
間
で
、
メ
ヅ
カ
に
向

か
っ
て
の
礼
拝
は
こ
こ
で
行
わ
れ
る
。
右
手
真
ん
中
あ
た
り
に

炊
事
用
か
ま
ど
が
あ
っ
て
台
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
は
仔

畜
を
い
れ
る
空
間
で
あ
る
。
屋
根
に
は
雨
漏
り
を
防
ぐ
大
き
な

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
か
け
て
あ
る
。
（
筆
者
の
調
査
し
た
ほ
と

ん
ど
全
て
の
小
屋
の
屋
根
に
同
様
の
シ
ー
ト
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
）
家
財
道
具
が
数
点
あ
る
だ
け
の
こ
の
小
屋
も
他
の
グ
ジ

ャ
ー
ル
と
比
べ
る
と
格
段
に
大
き
く
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

冬
の
牧
地
に
も
同
様
の
構
造
の
小
屋
が
あ
り
、
こ
の
小
屋
は
冬

の
間
は
そ
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
る
。

　
放
牧
活
動
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
夏
の

牧
地
に
五
月
に
や
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
八
月
ま
で
四
力
月
間
放

牧
す
る
。
こ
の
牧
地
は
州
の
森
林
省
（
司
o
冨
g
U
召
胃
↓
－

昌
①
暮
）
の
管
轄
地
で
あ
り
、
放
牧
す
る
た
め
に
は
森
林
省
に
申

請
し
て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
全
期
間
に
つ

き
水
牛
は
一
頭
あ
た
り
十
六
ル
ビ
ー
（
一
ル
ピ
ー
は
約
九
円
）
、

他
の
家
畜
は
十
ル
ピ
ー
の
放
牧
権
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
仔
畜
は
全
て
無
料
で
あ
る
。
こ
こ
の
放
牧
権
料
は
、
水

牛
一
頭
の
ミ
ル
ク
か
ら
の
収
入
が
一
日
あ
た
り
約
二
十
五
ル
ビ

i
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
が
、

筆
老
が
調
査
し
た
中
で
は
最
も
高
か
っ
た
。
水
牛
が
牛
よ
り
放

牧
権
料
が
高
い
の
は
、
森
林
省
の
説
明
で
は
、
多
く
の
牧
草
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

消
費
し
環
境
破
壊
へ
の
関
与
度
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
グ

ジ
ャ
ー
ル
が
水
牛
を
飼
育
す
る
の
は
乳
量
が
牛
の
一
・
五
－
二

倍
ぐ
ら
い
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
水
牛
は
出
産
時
期
が
ほ
ぼ

一
定
な
の
で
仔
牛
の
生
産
性
（
自
然
増
加
率
）
は
牛
よ
り
低
い

が
、
遊
牧
・
移
牧
に
は
都
合
が
よ
い
。

　
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
の
年
間
降
水
量
は
約
千
百
ミ
リ
で
あ
ま

り
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
六
－
九
月
に
降
る
の
で
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こ
の
時
期
の
牧
草
は
極
め
て
良
い
。
搾
乳
は
朝
タ
ニ
回
行
う
。

最
初
に
仔
牛
に
飲
ま
せ
て
か
ら
絞
る
。
出
産
後
六
力
月
頃
ま
で

は
、
水
牛
一
頭
あ
た
り
一
日
に
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
搾
乳
が
可
能

で
あ
る
。
以
後
の
四
カ
月
は
乳
量
が
減
り
平
均
一
日
ニ
キ
ロ
で

あ
る
。
牛
乳
は
麓
の
村
か
ら
来
る
運
ぴ
屋
に
売
る
。
こ
の
運
ぴ

屋
が
ブ
リ
キ
に
鉄
の
枠
の
つ
い
た
、
三
〇
リ
ッ
ト
ル
程
の
缶
を

担
い
で
麓
の
道
路
ま
で
運
ぶ
。
こ
こ
で
自
転
車
で
ウ
ッ
タ
ル
カ

ー
シ
ー
か
ら
来
る
伸
買
人
に
売
る
。
こ
の
仲
買
人
は
缶
二
つ
を

自
転
車
に
積
ん
で
ウ
ッ
タ
ル
カ
ー
シ
ー
ま
で
運
ん
で
商
店
や
、

喫
茶
店
、
食
堂
な
ど
に
売
る
。
バ
ス
で
く
る
仲
買
人
も
い
る
。

　
九
月
に
な
る
と
夏
の
牧
地
か
ら
冬
の
牧
地
へ
向
け
出
発
す
る
。

出
発
の
一
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
牧
草
が
不
足
し
て
く
る
の
で
、
村

人
か
ら
青
草
を
か
っ
て
与
え
る
。
冬
の
牧
地
は
ウ
ヅ
タ
ル
・
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
サ
ハ
ラ
ン
プ
ル
（
蟹
ぎ
s
暑
胃
）
県
ル
ー
キ

ー
（
内
o
o
『
ぎ
①
）
郡
の
モ
ハ
ン
（
呂
事
彗
）
の
近
郊
の
標
高
約

六
百
メ
i
ト
ル
の
山
地
斜
面
に
あ
る
。
移
動
距
離
は
お
よ
そ
二

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
移
動
に
約
一
力
月
か
か
る
。
移
動

中
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス
地
で
で
き
た
テ
ン
ト
で
生
活
す
る
。
移
動

中
、
道
端
の
草
は
無
料
で
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
が
、
当
然
そ
れ
で

は
足
り
な
い
の
で
草
の
あ
る
私
有
地
に
料
金
を
払
っ
て
牛
を
入

れ
る
。
時
に
は
牛
が
勝
手
に
農
地
に
入
り
込
ん
で
作
物
を
食
べ

た
り
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
、
公
有
地
に
入
り
込
ん
で
罰

金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
こ
の
時
期

に
多
く
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
家
族
が
一
斉
に
多
く
の
家
畜
を
連
れ
て
、

唯
一
の
自
動
車
道
路
で
あ
る
国
道
を
行
く
た
め
、
大
交
通
渋
滞

を
引
き
起
こ
し
、
し
ぱ
し
ぱ
そ
れ
ら
の
運
転
手
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
。

　
冬
の
牧
地
は
や
は
り
森
林
省
の
管
轄
地
で
、
放
牧
権
料
は
成

畜
一
頭
に
つ
き
水
牛
二
十
ル
ピ
ー
、
他
は
十
五
ル
ビ
ー
で
あ
る
。

こ
こ
で
四
月
ま
で
六
カ
月
放
牧
す
る
。
こ
の
期
間
は
冬
で
、
乾

季
の
た
め
牧
草
は
極
め
て
乏
し
い
。
四
月
に
こ
こ
を
出
発
し
五

月
に
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
に
戻
る
。
こ
の
時
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー

ル
に
は
牧
草
は
ま
だ
な
い
の
で
村
人
か
ら
干
草
を
買
っ
て
与
え

る
。
こ
う
し
て
一
年
の
サ
イ
ク
ル
が
終
わ
る
。

　
牧
畜
経
済
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
収
入
で
あ

る
が
、
そ
の
大
部
分
は
生
乳
の
販
売
に
よ
っ
て
お
り
、
付
随
的

に
ギ
ー
（
バ
タ
ー
）
な
ど
の
乳
製
品
、
牡
家
畜
の
売
却
に
よ
る

収
入
が
あ
る
。
一
九
八
八
年
の
ア
ハ
マ
ッ
ド
家
の
搾
乳
頭
数
は
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　　　　　表IIIヌール・アハマッドー家の1988年度の牧畜経営（収入）

項　　目 年間販売量（単位） 単価（ルピー） 総計（ルビー）

水牛のミルク 17000Kg 5／Kg 85000

牛のミルク 750Kg 5／Kg 3750

ギ ’ 160Kg 60／Kg 9600

牡　水　牛 5頭 1200／1頭 6000

計 104350

水
牛
二
十
五
、
牛
二
で
あ
っ
た
。

水
牛
で
は
、
仔
牛
が
生
ま
れ
て

後
六
力
月
間
は
全
部
で
一
日
平

均
百
キ
ロ
の
牛
乳
を
搾
っ
た
が

そ
の
う
ち
約
十
キ
ロ
を
自
家
消

費
し
残
り
九
十
キ
ロ
を
売
っ
た
。

以
後
の
四
力
月
間
は
乳
量
は
約

半
分
に
な
る
。
ま
た
移
動
中
は

搾
乳
せ
ず
、
仔
畜
に
全
て
飲
ま

せ
る
。
二
頭
の
牛
か
ら
は
最
初

の
六
カ
月
は
日
に
七
キ
ロ
を
搾

り
、
う
ち
ニ
キ
ロ
を
自
家
消
費

し
五
キ
ロ
を
売
っ
た
。
残
り
三

力
月
は
乳
量
が
減
り
一
日
に
約

三
キ
ロ
を
売
っ
た
。
ま
た
ギ
ー

を
月
平
均
十
六
キ
ロ
、
年
間
約

百
六
十
キ
ロ
を
売
っ
た
。
チ
ー

ズ
は
作
ら
な
か
っ
た
。
昨
年
は

水
牛
は
三
十
五
頭
生
ま
れ
た
が

そ
の
う
ち
十
五
頭
が
死
に
、
残
り
の
中
で
牡
の
五
頭
を
売
っ
た
。

以
上
の
収
入
を
一
覧
に
す
る
と
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
方
支
出
の
方
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
使
用
人
は
ヌ
ー
ル

の
姉
婿
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
み
る
と
わ
か
る
と
お
り
、
生
活
支
出
が
か
り
に
三
－

四
万
ル
ビ
ー
と
し
て
も
ア
ハ
マ
ヅ
ド
家
は
か
な
り
余
裕
の
あ
る

生
活
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
借
金
は
な
い
。
ち
な

み
に
÷
同
じ
地
域
で
遊
牧
す
る
ヌ
ー
ル
・
ア
ラ
i
ム
（
七
十
歳
）

の
場
合
、
九
人
家
族
で
牝
水
牛
は
十
頭
し
か
な
い
。
年
収
は
約

一
万
ル
ピ
ー
で
、
最
近
は
毎
年
約
二
万
五
千
ル
ビ
ー
の
出
費
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
毎
年
一
万
五
千
ル
ビ
ー
の
借
金
が
上
積
み

さ
れ
て
い
く
と
い
う
。
借
金
は
高
利
貸
し
か
ら
で
な
く
、
知
人

か
ら
無
利
子
で
借
り
ら
れ
る
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ
る
。

彼
の
家
族
構
成
で
は
二
十
五
頭
の
牝
水
牛
が
い
な
い
と
や
っ
て

行
け
な
い
と
い
う
。

　
ヌ
ー
ル
・
ア
ハ
マ
ヅ
ド
に
遊
牧
生
活
に
対
し
い
か
な
る
意
識

を
持
っ
で
い
る
の
か
尋
ね
た
。
彼
は
も
し
政
府
が
水
道
、
電
気

な
ど
の
整
っ
た
家
と
土
地
を
提
供
し
て
く
れ
る
な
ら
数
頭
の
牛

を
残
し
て
他
を
売
り
定
住
し
た
い
と
い
う
。
移
動
生
活
で
は
家
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表IV　ヌール・アハマッドー家の1988年度の牧蓄経営（支出〕

項　　　目 年間購入量（単位） 単価（ルピー） 総計（ルピー）
放
牧
権
料
（
水
牛
，
夏
）
　
〃
　
（
水
牛
，
冬
）
　
〃
　
（
他
，
夏
）
　
〃
　
（
他
，
冬
）
使
用
人
給
料
家
畜
医
療
費
飼
　
　
　
　
　
料
移
動
中
放
牧
料

5
0
頭
5
0
7
7
1
人

1
6
2
0
1
0
1
5
4
0
0
／
月

8
0
0
1
0
0
0
　
7
0
1
0
5
6
0
0
0
4
0
0
0
7
0
0
6
0
0
0

合　　　計 18675

も
な
く
土
地
も
な

く
子
供
を
学
校
へ

も
や
れ
な
い
。
冬

営
地
で
は
冬
で
本

来
牧
草
が
少
な
い

上
に
多
く
の
牧
民

が
集
ま
っ
て
く
る

の
で
飼
料
が
不
足

す
る
。
犬
木
の
枝

も
多
く
牧
畜
に
は

向
か
な
い
土
地
で

あ
る
。
ま
た
近
年

は
交
通
問
題
で
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
、

ま
た
途
中
で
の
放

牧
問
題
で
村
人
と

の
ト
ラ
ブ
ル
も
多

く
、
遊
牧
は
容
易

で
は
な
い
と
い
う
。

　
最
後
に
ヌ
ー
ル
・
ア
ハ
マ
ヅ
ド
の
服
装
で
あ
る
が
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
・
グ
シ
ャ
ー
ル
の
男
子
の
伝
統
的
服
装
で
あ
る
、
原
色
の
長

い
シ
ャ
ツ
、
ド
ー
テ
ィ
ー
（
一
枚
布
の
ス
カ
ー
ト
）
、
チ
目
ツ
キ

と
い
う
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
を
着
て
い
た
。
色
は
緑
で
あ
っ
た
。

ω
　
移
牧
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
例

　
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
フ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
ク
ー
ル
ー
県
の
マ
ナ
リ
ー

（
旨
彗
昌
）
の
町
の
近
く
に
い
く
つ
か
グ
ジ
ィ
ー
ル
の
夏
の
牧

地
が
あ
る
。
マ
ナ
リ
ー
の
町
の
西
に
張
り
出
し
て
い
る
、
急
な

屋
根
を
登
り
詰
め
た
標
高
約
二
千
八
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ

る
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
（
宛
螂
昌
～
∪
◎
O
閑
）
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
マ
ナ
リ
ー
ま
で
歩
い
て
二
時
間
、
帰
り
は
三
時
間
強
で
あ

る
。
こ
こ
は
グ
レ
イ
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
平
原
側
に
あ
る
ビ

ー
ル
・
バ
ン
ジ
ャ
ル
（
里
『
｝
彗
芭
）
山
脈
の
中
に
あ
る
。
こ

こ
の
年
間
降
水
量
は
約
千
百
ミ
リ
で
ド
ー
デ
ィ
ー
・
タ
ー
ル
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
風
上
側
に
四
千
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ウ
ラ
ダ

ー
ル
（
U
訂
o
5
∪
ぎ
『
）
山
脈
が
あ
る
の
で
夏
の
降
水
量
は
約

五
百
ミ
リ
と
ド
ー
デ
ィ
ー
・
タ
ー
ル
よ
り
か
な
り
少
な
い
。

　
こ
こ
に
バ
シ
ー
ル
・
マ
ハ
マ
ヅ
ド
（
｝
o
易
巨
『
竃
牡
昌
旨
與
〇

二
十
三
歳
）
一
家
が
放
牧
し
て
い
る
。
彼
の
先
祖
は
ジ
ャ
ン
ム
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1
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
か
今
の
バ
キ
ス
タ
ン
領
に
い
た
が
一
九
〇

一
年
か
一
九
〇
二
年
に
こ
の
地
域
に
来
た
と
い
う
。
二
十
一
人

家
族
（
結
婚
し
た
妹
を
除
き
）
で
あ
る
が
、
父
親
と
兄
夫
婦
は

約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
の
タ
ラ
ー
ス
（
↓
訂
冨
留
）
村
の
定

住
家
屋
に
住
ん
で
い
る
。
後
に
こ
の
家
を
訪
ね
た
が
定
住
用
の

普
通
の
家
屋
で
あ
り
、
小
屋
で
は
な
い
。
兄
は
公
務
員
と
し
て

の
勤
め
を
持
っ
て
い
る
が
、
タ
ラ
ー
ス
に
耕
地
と
果
樹
園
を
所

有
し
農
業
経
営
も
行
っ
て
い
る
。
タ
ラ
ー
ス
の
三
人
を
除
く
残

り
十
八
人
が
こ
こ
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
で
放
牧
生
活
を
営
ん
で

あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
家
は
、
家
族
の
一
部
が
移
動
式
牧
畜
に

携
わ
り
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
定
住
農
耕
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る

移
牧
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
所
有
家
畜
は
牡
水
牛
一
、
牝
水
牛
三
十
五
、
牡
牛
二
、
牝
牛

五
、
馬
四
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
に
二
つ
の
小
屋
を
た
て
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
問
口
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
五
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
板
や
、
丸
太
を
壁
に
し
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
バ
ス
地
を
振
り
分
け
て
屋
根
に
し

て
い
る
。
概
念
的
に
は
テ
ン
ト
と
小
屋
の
中
間
的
な
も
の
で
あ

る
。
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
の
ア
ハ
マ
ヅ
ド
一
家
の
小
屋
に
比
べ

る
と
か
な
り
小
さ
い
。
い
ち
ば
ん
奥
が
炊
事
場
で
土
の
か
ま
ど

が
あ
り
背
後
に
や
は
り
土
の
食
器
・
食
品
棚
が
あ
る
。
小
屋
の

内
部
に
は
草
が
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
一
部
絨
毯
が
敷
い
て
あ
る
。

　
放
牧
活
動
は
以
下
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
四
月
初
め
～
十
月

中
旬
ま
で
こ
こ
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
で
放
牧
す
る
。
こ
こ
は
牧

草
が
余
り
豊
富
で
は
な
い
の
で
、
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
で
さ
ら

に
三
回
放
牧
地
を
変
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
同
様
の
小
屋
が
あ
る
。

放
牧
権
料
は
水
牛
の
み
八
ル
ピ
ー
で
、
他
は
無
料
で
あ
る
。
こ

れ
を
森
林
省
（
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
で
は

O
①
O
｝
具
冒
①
自
↓
o
｛
｝
o
『
①
9
句
凹
『
目
己
5
①
q
印
目
o
O
o
目
ω
①
『
く
p
巨
o
目
）

に
支
払
う
。
こ
れ
以
外
に
麓
の
ナ
ソ
ー
ギ
ー
（
2
霧
o
o
目
－
）
村
に

水
牛
一
頭
あ
た
り
五
十
ル
ピ
ー
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
支
払

に
つ
い
て
森
林
省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
法
的
根
拠
の

あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
麓
の
村
は
こ
の
牧
地
に
対
し
て
歴
史

的
経
緯
に
基
づ
く
無
料
放
牧
権
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
根
拠

に
こ
ρ
牧
地
に
放
牧
す
る
グ
ジ
ャ
ー
ル
か
ら
放
牧
料
を
取
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ク
ー
ル
ー
谷
を
は
さ
ん

で
、
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
の
対
岸
に
あ
る
ジ
ョ
ブ
リ
・
ナ
ー
ラ

ー
（
旨
げ
ユ
2
巴
｝
）
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
も
別
の
麓
の
村
に
同
様
の
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放
牧
料
を
支
払
っ
て
い
た
。
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
で
も
サ
i
フ

ー
で
も
こ
の
よ
う
な
放
牧
料
は
支
払
っ
て
な
い
か
っ
た
。

　
十
月
中
旬
に
タ
ラ
ー
ス
の
自
分
の
家
に
帰
る
。
移
動
距
離
は

約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
短
い
の
で
六
日
あ
れ
ぱ
着
く
。
そ
こ

の
自
分
の
土
地
で
作
る
と
う
も
ろ
こ
し
の
葉
茎
を
飼
料
と
し
て

放
牧
す
る
。
降
水
量
が
少
な
い
な
ど
の
た
め
飼
料
が
充
分
で
な

い
年
（
近
年
は
そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
う
）
は
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

州
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
（
■
巨
巨
印
冨
）
県
の
サ
ム
ラ
ー
ラ

（
ω
嘗
p
冨
5
）
ま
で
行
き
、
知
人
の
土
地
と
家
を
借
り
放
牧
す

る
。
そ
こ
で
の
飼
料
は
家
畜
の
残
す
糞
尿
肥
料
と
等
価
交
換
す

る
た
め
無
料
で
あ
る
。
サ
ム
ラ
ー
ラ
ま
で
行
く
と
移
動
距
離
は

二
百
八
十
キ
ロ
程
に
な
る
。
四
月
初
旬
に
は
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー

グ
に
戻
っ
て
く
る
。

　
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
に
い
る
問
は
ミ
ル
ク
を
自
分
達
で
マ
ナ

リ
ー
の
町
に
持
っ
て
行
っ
て
商
店
に
売
る
。
冬
、
タ
ラ
ー
ス
に

い
る
と
き
は
、
二
十
キ
回
メ
ー
ト
ル
弱
離
れ
た
ク
ー
ル
ー
の
町

で
ミ
ル
ク
を
売
る
。
彼
ら
は
ミ
ル
ク
を
運
ぶ
の
に
、
ウ
ヅ
タ
ル

カ
ー
シ
ー
や
チ
ャ
ン
バ
地
域
の
よ
う
な
ブ
リ
キ
の
缶
で
は
な
く
、

わ
れ
わ
れ
が
石
油
を
入
れ
る
の
に
用
い
る
よ
う
な
ポ
リ
タ
ン
ク

を
使
っ
て
い
る
。
マ
ハ
マ
ッ
ド
一
家
の
昨
年
の
搾
乳
頭
数
は
十

五
～
十
六
で
あ
っ
た
。
昨
年
は
仔
牛
を
中
心
に
七
頭
も
熊
に
食

わ
れ
た
と
い
う
。

　
一
方
農
業
経
営
に
つ
い
て
み
る
と
、
潅
潮
耕
地
が
二
十
五
ビ

ガ
ー
（
一
ビ
ガ
ー
1
－
約
○
・
二
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
非
潅
潮
耕

地
が
五
十
ビ
ガ
ー
で
、
他
に
果
樹
園
二
十
五
ビ
ガ
ー
を
所
有
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
父
と
兄
夫
婦
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て

い
る
。
潅
潮
耕
地
に
は
と
う
も
ろ
こ
し
、
小
麦
、
野
菜
を
栽
培

し
、
非
潅
激
耕
地
に
は
、
降
水
量
の
多
い
年
に
は
潅
概
地
と
同

様
の
作
物
を
栽
培
す
る
が
、
少
な
い
年
は
牧
草
地
に
す
る
。
と

う
も
ろ
こ
し
は
葉
茎
を
飼
料
と
し
実
は
食
用
と
す
る
。
小
麦
は

自
給
用
で
野
菜
は
一
部
販
売
が
可
能
で
あ
る
。
ク
ー
ル
ー
谷
は

イ
ン
ド
で
最
も
有
名
な
リ
ン
ゴ
産
地
で
あ
る
が
、
彼
の
果
樹
園

で
も
プ
ラ
ム
と
と
も
に
リ
ン
ゴ
を
栽
培
し
て
い
る
。
た
だ
彼
の

所
有
す
る
リ
ン
ゴ
の
木
は
数
年
前
に
病
気
に
か
か
っ
た
の
で
多

く
を
切
り
倒
し
て
し
ま
い
、
か
つ
て
の
五
分
の
一
し
か
収
穫
で

き
な
い
と
い
う
。
ま
た
プ
ラ
ム
の
木
は
ま
だ
小
さ
く
出
荷
で
き

な
い
。
マ
ハ
マ
ッ
ド
一
家
の
一
九
八
九
年
の
農
牧
経
営
の
収
支

は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
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表V　バシーノレ・マハマッドー家の農牧経営（収入）

項 目 年間販売量（単位） 単価（ルピー） 総計（ルピー）
ミ
ル
ク
（
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
）
ギ
　
ー
（
同
上
）
ミ
ル
ク
（
タ
ラ
ー
ス
）
野
菜
リ
ン
ゴ

4
6
0
0
（
4
）
1
0
0
（
K
g
）
4
0
0
0
（
4
）

5
7
0
5

2
3
0
0
0
7
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
5
0
0
0

総 計 65000

表VIバシール・マハマッドー家の農牧経営（支出）

項 目 年間購入量（単位） 単価（ルピー） 総計（ルビー）

森林省への放牧権料 31頭 8 248

ナソーギー村への放牧料 31 50 1550

農 薬 5000

飼 料 25000

家 畜 治療 費 500

潅 潮 料 200

土 地 所有 税 20

合 計 32518

　
こ
の
収
支
に
は
生
活
支
出
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
推
察
す
る
と
マ
ハ
マ
ッ
ド
一
家
は
家
族
が
多
い
の
で
裕
福
と

は
い
え
な
い
ま
で
も
、
生
活
に
困
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

　
バ
シ
ー
ル
・
マ
ハ
マ
ヅ
ド
に
移
牧
生
活
に
対
す
る
意
識
を
尋

ね
た
。
彼
が
言
う
に
は
、
自
分
は
定
住
家
屋
と
土
地
が
あ
り
家

族
の
一
部
が
生
活
し
て
い
る
の
で
、
子
供
に
教
育
を
与
え
る
の

に
大
き
な
問
題
は
な
い
（
事
実
彼
自
身
八
年
問
の
教
育
を
受
け

て
い
る
し
、
兄
弟
の
内
一
人
は
修
±
、
二
人
が
学
士
で
あ
る
）
。

た
だ
森
林
省
は
放
牧
を
厳
し
く
規
制
し
て
お
り
、
家
畜
の
頭
数

を
増
や
す
こ
と
を
認
め
な
い
の
で
こ
れ
以
上
収
入
も
伸
ば
せ
な

い
し
、
生
活
の
そ
の
他
の
便
宜
を
考
え
る
と
、
定
住
し
た
い
と

思
う
。
今
す
ぐ
は
無
理
だ
が
、
森
林
省
は
植
林
の
た
め
に
放
牧

権
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
や
が
て
は
補
償
を

も
ら
っ
て
定
住
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

　
最
後
に
バ
シ
ー
ル
・
マ
ハ
マ
ッ
ド
は
い
わ
ゆ
る
西
洋
風
の
シ

ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
の

ヌ
ー
ル
・
ア
ハ
マ
ッ
ド
の
よ
う
な
伝
統
的
な
服
装
は
し
て
い
な

か
っ
た
。
聞
く
と
マ
ナ
リ
ー
地
方
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど

伝
統
の
服
装
を
す
る
習
慣
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
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っ
た
。

㈲
　
定
住
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
例

　
以
上
が
遊
牧
・
移
牧
を
行
っ
て
い
る
典
型
的
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

グ
ジ
ャ
ー
ル
の
生
活
の
一
端
で
あ
る
。
　
一
方
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
間
集

落
に
は
近
年
に
な
っ
て
成
立
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の

定
住
集
落
が
あ
る
。
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
を
遊
牧
・
移

牧
を
行
っ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
グ
ジ
ャ
ー
ル
と
定
義
づ
け
た
以
上
、

正
確
に
は
「
も
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
」
と
い
う
べ
き
か

も
し
れ
な
い
）
。
ク
ー
ル
ー
谷
の
ナ
グ
ワ
イ
ン
村
に
も
そ
の
よ

う
な
集
落
が
あ
る
。
ナ
グ
ワ
イ
ン
は
ク
ー
ル
ー
谷
の
中
心
の
町

ク
i
ル
ー
か
ら
南
に
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
村
で
あ
る
。

バ
シ
ー
ル
・
マ
ハ
マ
ッ
ド
一
家
の
家
の
あ
る
タ
ラ
ー
ス
村
は
ビ

ア
ー
ズ
（
団
墨
ω
）
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に
あ
る
。

　
定
住
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
一
人
、
ハ
ヅ
サ
ン
・
デ
ィ
ァ
ー
ン

（
■
｝
霧
竃
冒
竃
）
（
四
十
二
歳
）
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
は
十
八

家
族
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
い
る
。
古
老
の
話
で
は
、
二
百
年
以
上

前
に
は
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
に
い
た
が
、
人
口
が
増
え

牧
草
地
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
こ
の
地
域
へ
移
っ
て
き
た

と
い
う
。
十
八
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
家
族
中
、
五
～
六
家
族
が
移
牧

表VIIナグワイン村で移牧を
　　　やめて定住した家族

年度 移牧をやめた家族数

1
9
8
0
1
9
8
5
1
9
8
6
1
9
8
7
1
9
8
8
1
9
8
9

4
3
1
3
1
1

型
の
牧
畜
を
営
ん
で
い
る

が
、
残
り
は
移
牧
を
や
め

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
移

牧
を
や
め
た
理
由
は
一
様

で
は
な
い
が
ハ
ソ
サ
ン
の

話
で
は
、
一
方
で
州
政
府

が
森
林
保
護
・
育
成
を
理

由
に
放
牧
を
制
限
し
、
他

方
で
移
動
を
や
め
た
家
族
に
は
十
ビ
ガ
ー
の
土
地
を
与
え
る
と

い
う
定
住
化
政
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
移
動
を
や
め
た
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
、
手
に
入
れ
た
土
地
で
飼
育

で
き
る
だ
け
の
水
牛
を
除
い
て
他
は
売
り
払
い
、
家
屋
を
建
て
、

飼
料
用
に
栽
培
す
る
と
う
も
ろ
こ
し
で
水
牛
を
飼
育
し
、
自
給

用
の
小
麦
や
野
葉
を
栽
培
し
て
い
る
。
こ
の
村
は
定
住
農
耕
民

が
リ
ン
ゴ
と
米
を
広
く
栽
培
し
て
い
る
豊
か
な
村
で
あ
る
が
、

グ
ジ
ャ
ー
ル
の
定
住
集
落
は
砂
地
で
洪
水
の
被
害
も
受
け
や
す

い
河
川
敷
に
あ
る
。
そ
れ
は
定
住
と
引
換
に
供
与
さ
れ
る
土
地

は
こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
に
し
か
残
っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
同
じ
村
に
住
む
、
以
前
か
ら
の
定
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住
農
耕
民
に
比
し
て
遜
色
無
い
、
む
し
ろ
立
派
な
住
居
を
構
え

て
い
る
グ
ジ
ャ
ー
ル
も
多
い
。

　
ハ
ッ
サ
ン
・
デ
ィ
ァ
ー
ン
一
家
に
つ
い
て
み
る
と
、
家
族
構

成
は
、
妻
、
息
子
五
人
、
娘
三
人
の
十
人
で
あ
る
。
彼
の
場
合
、

昔
は
三
十
五
頭
の
水
牛
を
持
っ
て
移
牧
を
行
っ
て
い
た
が
、
体

の
弱
い
子
供
が
い
て
移
動
生
活
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

一
九
八
六
年
に
移
動
を
や
め
た
。
水
牛
は
自
分
が
こ
こ
で
定
住

し
て
飼
育
で
き
る
分
を
残
し
て
他
は
移
牧
を
続
け
る
兄
弟
に
売

っ
た
。
耕
地
は
十
ニ
ビ
ガ
ー
持
っ
て
お
り
、
う
ち
五
ビ
ガ
ー
に

と
う
も
ろ
こ
し
と
小
麦
を
栽
培
し
、
七
ビ
ガ
ー
を
牧
地
と
し
て

三
頭
の
水
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。
彼
の
場
合
は
土
地
は
自
分
で

購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
一
家
は
こ
こ
に
二
百
年
以
上
も

前
か
ら
垣
常
家
屋
を
持
っ
て
お
り
、
家
の
揚
所
も
他
の
定
住
化

グ
ジ
ャ
ー
ル
と
違
っ
て
、
河
川
敷
で
は
な
く
上
の
国
道
沿
い
に

あ
る
。
定
住
し
て
収
入
は
五
分
の
一
か
ら
六
分
の
一
ぐ
ら
い
に

減
り
、
移
牧
生
活
に
比
べ
て
支
出
が
増
え
た
の
で
生
活
水
準
は

低
下
し
た
が
移
牧
生
活
は
苦
し
か
っ
た
の
で
後
悔
は
し
て
い
な

、
　
　
　
　
、
　
　
　
o

　
と
　
　
・
つ

し
　
　
　
　
し

　
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
に
は
も
う
一
つ
ヒ
マ
ラ

ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
重
要
な
居
住
地
が
あ
る
。
そ
れ
が
チ
ャ
ン

バ
地
方
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
バ
は
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州

と
境
を
接
す
る
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
西
北
山
岳

地
域
で
、
イ
ン
ダ
ス
川
の
支
流
ラ
ピ
川
の
流
域
に
あ
る
。
中
心

都
市
チ
ャ
ン
バ
か
ら
東
北
に
直
線
距
離
で
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

程
の
と
こ
ろ
に
サ
ー
フ
ー
村
が
あ
る
。
チ
ャ
ン
バ
か
ら
バ
ス
で

十
五
キ
ロ
、
約
一
時
間
か
か
る
。
年
間
降
水
量
は
約
千
四
百
ミ

リ
、
六
～
九
月
に
八
百
ミ
リ
の
雨
が
降
る
。
調
査
時
に
こ
の
村

に
は
二
百
家
族
、
二
千
人
と
い
う
多
く
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
が
お
り
、

自
治
組
織
で
あ
る
バ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
（
｝
竃
g
ξ
斗
）
も
組
織

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
か
つ
て
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル

に
住
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
面
接
し
た
あ
る
グ
ジ
ャ
ー

ル
は
祖
父
の
時
代
に
牧
地
の
不
足
が
理
由
で
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル

の
バ
ラ
ム
ラ
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
以
前
は
こ
こ

の
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
冬
は
ダ
ウ
ラ
ダ
ー
ル
山
脈
を
越

え
た
ヌ
ー
ル
プ
ル
（
2
昌
君
『
）
や
百
二
十
キ
ロ
離
れ
た
バ
ン
ジ

ャ
ー
ブ
州
の
パ
タ
ー
ン
コ
ー
ト
（
｝
印
亭
彗
斥
9
）
周
辺
を
牧
地

に
し
て
、
こ
の
村
の
山
に
あ
る
夏
の
牧
地
と
の
間
に
行
き
来
す

る
遊
牧
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
二
百
家
族
の
う
ち
十
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数
家
族
ほ
ど
は
完
全
に
定
住
し
て
い
る
。
四
十
～
五
十
家
族
は

村
に
一
応
恒
常
的
家
屋
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
夏
は
村
か
ら

二
十
～
三
十
キ
ロ
奥
へ
入
っ
た
山
の
牧
地
、
冬
は
バ
タ
ー
ン
コ

ー
ト
な
ど
の
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
平
原
に
移
動
す
る
移
牧
民
で
、
残

り
が
村
と
夏
の
牧
地
の
間
を
移
動
す
る
移
牧
に
従
事
し
て
い
る
。

前
老
の
移
牧
民
は
垣
常
家
屋
を
持
っ
て
お
り
家
族
の
一
部
が
定

住
し
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
家
族
の
多
く
が
年
間
を
通
し

て
そ
の
家
屋
に
ほ
と
ん
ど
住
ま
な
い
わ
け
で
遊
牧
に
極
め
て
近

い
形
態
で
あ
る
。

　
こ
こ
の
定
住
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
家
屋
は
段
丘
崖
に
あ
る
も
の
、

河
川
敷
に
あ
る
も
の
、
段
丘
面
に
あ
る
も
の
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
場

所
も
形
態
、
構
造
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
段
丘
崖
斜
面
に
へ
ぱ

り
つ
く
よ
う
に
建
っ
て
い
た
あ
る
家
屋
は
平
屋
で
屋
根
は
陸
屋

根
で
平
ら
な
石
で
葺
か
れ
て
お
り
、
壁
は
石
を
積
ん
で
土
で
塗

り
固
め
て
あ
る
。
グ
ジ
ャ
ー
ル
に
詳
し
い
老
の
話
で
は
牧
地
の

小
屋
は
谷
に
面
し
た
壁
が
な
い
だ
け
で
材
料
、
形
は
こ
れ
と
同

じ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
小
屋
は
筆
老
は
未
見
で
あ
る
が

も
し
こ
れ
が
事
実
と
す
る
こ
こ
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
は
、
ド
ー
デ

ィ
・
タ
ー
ル
、
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
ー
グ
、
ジ
ョ
ブ
リ
・
ナ
ー
ラ
ー

の
ど
こ
と
も
違
っ
て
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
と
同
じ

形
の
小
屋
（
材
料
は
違
う
）
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
段

丘
上
に
あ
る
定
住
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
家
屋
は
切
り
妻
の
二
階
建
て

で
、
壁
は
先
の
も
の
と
同
じ
材
料
で
で
き
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

地
方
の
多
く
の
定
住
民
家
屋
と
同
じ
く
二
階
が
台
所
や
居
間
に

な
っ
て
お
り
一
階
は
倉
庫
や
家
畜
小
屋
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
素
焼
き
の
壼
に
ミ
ル
ク
を
入
れ
、
先
に
摺
拝
効
率
を
高
め

る
よ
う
に
半
円
形
に
曲
げ
た
木
を
取
り
付
け
た
棒
を
差
し
込
ん

で
、
そ
の
棒
を
紐
で
回
転
さ
せ
て
ギ
ー
を
作
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
は
ミ
ル
ク
や
ギ
ー
の
買
い
取
り
価
格
が
安
い
。
ミ
ル

ク
一
リ
ヅ
ト
ル
あ
た
り
三
ル
ビ
ー
、
ギ
ー
も
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ

た
り
五
十
ル
ピ
ー
と
他
の
調
査
地
域
に
比
べ
て
三
〇
～
四
〇
バ

ー
セ
ン
ト
も
安
い
。
遊
牧
や
移
牧
を
行
っ
て
い
る
グ
ジ
ャ
ー
ル

は
二
十
五
キ
ロ
程
離
れ
た
山
の
牧
地
か
ら
自
分
た
ち
で
ミ
ル
ク

を
こ
の
村
ま
で
運
ん
で
く
る
。
そ
し
て
テ
ー
ケ
ダ
ー
ル
（
↓
ぎ
・

ぎ
α
胃
）
と
呼
ば
れ
る
伸
買
商
に
売
る
が
、
こ
の
テ
ー
ケ
ダ
ー

ル
の
流
通
支
配
力
が
強
く
、
ミ
ル
ク
を
買
い
た
た
か
れ
る
結
果

で
あ
ろ
う
。
男
性
は
ド
ー
デ
ィ
・
タ
ー
ル
の
グ
ジ
ャ
ー
ル
と
同

じ
伝
統
的
な
服
を
着
る
も
の
が
多
い
。
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（
1
）
　
従
来
遊
牧
や
移
牧
に
つ
い
て
定
義
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
に
議

　
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ぱ
＞
｝
o
9
勺
。
、
↓
ぎ
①
目
8
宵
中

昌
く
0
8
鶉
8
；
＝
序
…
易
言
斗
＆
三
苧
向
＝
『
O
潟
彗
①
竃
亭

旦
鶉
，
一
9
竈
§
ミ
§
、
完
§
“
§
一
z
o
」
ω
㌧
㊤
轟

　
　
；
斗
－
①
き
雲
．
－
－
一
、
↓
『
彗
争
冒
－
彗
8
ぎ
困
o
旨
量
｝
邑

｝
①
冨
晶
o
ま
冨
．
一
9
構
§
ミ
§
、
完
§
“
§
一
2
o
－
閉
o
。
一
一
岩
竃

　
o
『
材
o
q
一
U
二
§
“
㌧
§
ぎ
§
§
、
曽
膏
§
ミ
き
“
§
、
ミ
㌧

　
㌧
ミ
向
ミ
o
ぎ
辻
o
ミ
s
ミ
ト
慧
§
s
o
ぎ
O
印
昌
一
〕
ユ
庄
町
q
g
H
o
べ
｛

　
　
今
西
錦
司
、
「
遊
牧
論
」
、
大
阪
、
一
九
四
八

　
　
後
藤
富
男
、
「
騎
馬
遊
牧
民
」
、
東
京
、
一
九
七
〇

　
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
遊
牧
と
移
牧
の
研
究
は
対

象
が
全
く
別
で
あ
り
、
遊
牧
と
移
牧
の
関
係
が
一
つ
の
民
族
を

　
め
ぐ
っ
て
論
議
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
従
っ
て

定
義
も
、
「
遊
牧
と
は
内
陸
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
な
ど
で
行
わ
れ

　
る
…
…
」
と
な
り
、
移
牧
は
「
地
中
海
周
辺
で
行
わ
れ
る
－
…
」

　
と
な
る
。
こ
れ
を
強
い
て
同
じ
枠
の
中
で
定
義
す
る
と
、
遊
牧

　
は
「
定
住
家
屋
を
持
た
ず
、
テ
ン
ト
そ
の
他
の
一
時
的
家
屋
に

居
住
し
つ
つ
、
牧
草
・
水
・
気
候
な
ど
の
制
約
か
ら
家
族
全
員

　
が
家
畜
と
と
も
に
、
季
節
的
に
牧
地
問
を
移
動
す
る
牧
畜
形

態
」
、
移
牧
は
「
同
じ
制
約
か
ら
移
動
す
る
牧
畜
形
態
で
あ
る

　
が
、
農
耕
定
住
集
落
に
垣
常
家
屋
を
持
ち
、
家
族
の
一
部
だ
け

　
が
定
住
集
落
と
他
の
牧
地
と
の
間
で
家
畜
と
と
も
に
移
動
し
、

残
り
の
家
族
が
定
住
集
落
で
飼
料
な
ど
を
生
産
す
る
農
業
依
存

　
度
の
高
い
牧
畜
L
と
な
ろ
う
。
（
旨
巨
9
0
貝
甲
－
（
＆
）
一
§
“

　
b
ざ
ミ
§
§
ミ
県
き
§
§
ミ
O
“
亀
§
ミ
　
（
N
目
o
①
o
l
）
一
〇
X
3
『
P

　
岩
o
．
o
の
定
義
も
こ
れ
に
近
い
）
。
こ
の
よ
う
に
定
義
す
る
と
本

稿
が
対
象
と
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
グ
ジ
ャ
ー
ル
に
は
遊
牧
民
も
移

牧
民
も
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
本
稿
で
は
「
遊
牧
」
「
移
牧
」

　
は
全
て
こ
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

（
2
）
　
例
え
ば

　
　
旨
巨
眈
8
p
肉
」
1
行
↑
）
o
p
o
声

　
　
日
本
地
誌
研
究
所
編
「
地
理
学
辞
典
増
補
版
」
、
東
京
、
一
九

　
八
一

　
　
な
ど
の
辞
典
の
「
遊
牧
」
「
移
牧
」
の
項
で
も
、
イ
ン
ド
の
も

　
の
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
　
彼
ら
に
つ
い
て
の
民
族
学
的
あ
る
い
は
地
理
学
的
調
査
は
、

　
ガ
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
2
①
妻
①
－
F
　
幸
．
　
■
■
一
　
．
o
o
ω
す
①
p
　
＞

　
○
ぎ
昌
く
…
藷
①
ぎ
亭
①
雪
冒
饅
厨
着
．
一
ω
～
巨
轟
9
量
－
字

　
（
＆
．
）
一
ぎ
き
げ
ミ
、
雪
（
ぎ
o
＆
．
）
一
＞
ω
す
｝
亭
豪
巨
長

　
＝
昌
ω
9
｝
o
昌
茅
さ
崔
8

　
　
｝
o
ω
9
z
．
声
一
9
§
雨
ぎ
き
ミ
妻
｝
夢
z
頸
ユ
o
目
竺
－
8
汗

　
↓
『
瘍
F
z
o
奉
∪
①
旨
一
畠
s

　
　
勾
団
け
－
a
目
9
　
0
－
一
↓
『
o
戸
　
O
’
一
目
目
o
　
∈
チ
＝
堕
　
匡
’
　
（
⑦
α
．
）
一

　
さ
夷
ミ
き
§
き
き
ぎ
嚢
亮
§
ミ
“
き
、
き
〔
膏
ミ
嚢
昏
ω

　
吻
§
ミ
｝
き
§
㌧
気
§
一
軍
印
コ
N
ω
8
ぎ
胃
一
奉
討
ω
σ
ぎ
昌
L
㊤
↓
ω

　
　
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
他
に
つ
い
て
は
極
め
て
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乏
し
い
。

（
4
）
　
イ
ン
ド
に
お
い
て
力
ー
ス
ト
と
部
族
の
区
別
は
必
ず
し
も

　
明
瞭
と
は
い
え
な
い
。
一
般
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
お
よ
び
イ
ズ
ラ

　
ム
教
以
外
の
道
徳
律
に
従
い
、
か
つ
テ
リ
ト
リ
ー
と
共
通
言
語

　
を
持
つ
場
合
が
部
族
に
定
義
さ
れ
そ
の
他
の
場
合
が
力
ー
ス
ト

　
に
定
義
さ
れ
る
が
、
グ
ジ
ャ
ー
ル
の
場
合
、
居
住
地
域
が
広
範

　
で
、
宗
教
的
に
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
が
い
て
、
経
済
的

　
に
も
大
き
な
地
域
格
差
が
あ
り
、
あ
る
地
域
で
は
部
族
と
扱
わ

　
れ
、
あ
る
地
域
で
は
カ
ー
ス
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
な
お

部
族
の
定
義
に
つ
い
て
は

　
　
匡
鶉
目
g
目
．
z
二
量
ぎ
、
ぎ
、
ざ
饒
量
一
雪
彗
目
頸
昌
｝
＝
7

豪
訂
『
L
奏
9
乞
o
奏
U
o
…
一
p
冨
声
な
ど
参
照

（
5
）
　
後
述
の
理
由
か
ら
現
在
の
統
計
が
な
い
た
め
、
一
九
二
一

年
か
ら
一
九
一
三
年
の
バ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
で
の
グ
ジ
ャ
ー
ル

族
の
人
口
増
加
率
一
〇
・
七
％
（
0
8
ω
易
o
二
邑
ぎ
H
竃
H
に

　
よ
る
）
か
ら
推
定

（
6
）
　
こ
れ
ら
の
用
語
は
研
究
老
の
間
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て

　
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
（
本
来
王
族
、
武
人
身
分
）
の
中
心
力
ー

　
ス
ト
で
ア
ー
リ
ア
系
や
、
侵
入
民
族
な
ど
出
自
は
さ
ま
ざ
ま
だ

　
が
五
、
六
世
紀
頃
か
ら
イ
ン
ド
各
地
に
王
朝
を
築
い
て
政
治
的

　
に
台
頭
し
た
。

（
8
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
共
同
体
に
お
い
て
、
理
念
的
序
列
か
ら

　
は
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
（
バ
ラ
モ
ン
）
の
下
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

　
人
口
的
、
経
済
的
、
政
治
的
に
他
に
優
越
す
る
力
ー
ス
ト

（
9
）
　
イ
ン
ド
で
は
特
に
杜
会
的
、
経
済
的
に
未
開
発
な
状
態
に

　
お
か
れ
た
力
ー
ス
ト
・
部
族
を
政
府
が
指
定
し
て
彼
ら
に
対
し

　
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
保
護
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
関

　
し
て
は

　
　
書
三
g
q
o
＝
ミ
o
∋
旨
巨
o
冒
凹
邑
零
o
ぎ
8
＆
鳥
一
〇
〇
く
－

　
昌
昌
一
雪
一
〇
＝
目
2
p
ぎ
、
§
－
轟
、
㌧
江
氏
魯
ミ
§
“
ト
ミ
ミ
§
、

　
雲
巨
g
q
〇
二
ま
昌
昌
｝
巨
昌
與
邑
宰
o
邑
s
ω
庄
目
①
q
一
〇
〇
く
胃
目
・

　
冒
雪
↓
o
こ
目
昌
p
之
o
奏
o
』
巨
一
畠
o
o
o
o

　
　
ω
ぎ
智
一
と
岸
声
一
妻
｝
ミ
，
皇
ミ
§
§
§
こ
ミ
ぎ
、
㌻
Ω
麸
－

　
ω
斥
巴
勺
目
げ
＝
争
ぎ
①
目
O
o
冒
o
螂
目
き
Z
①
ミ
U
①
≡
一
H
㊤
o
o
杜

　
　
§
砧
9
葦
、
ミ
ぎ
ミ
県
ぎ
、
ざ

　
O
o
く
①
『
目
ヨ
①
5
0
申
－
目
α
－
戸
勺
－
印
冒
目
ぎ
困
O
o
昌
§
－
窃
ざ
P
婁
e
“

　
さ
ミ
き
ミ
（
－
争
↓
夢
）

　
　
葭
易
冨
貝
2
’
o
や
q
け

　
　
押
川
文
子
、
「
独
立
後
イ
ン
ド
の
指
定
力
ー
ス
ト
・
指
定
部

　
族
政
策
の
展
開
」
、
ア
ジ
ア
経
済
、
二
二
巻
第
一
号
、
一
九
八
一

　
を
参
照

（
1
0
）
　
ω
臣
ω
貝
ω
－
ω
J
§
“
き
§
o
昏
県
き
雨
§
§
s
蓄
一

　
ω
冒
ま
8
軍
算
麸
｝
彗
一
〇
巴
＝
一
H
彗
ρ
p
竈

（
u
）
　
o
旨
p
ρ
葭
’
§
雨
雰
ざ
ミ
呉
完
§
ミ
ざ
ミ
s
§
ト
ト

　
＜
①
昌
〔
く
彗
言
巴
毫
p
と
冒
胃
一
H
㊤
ミ
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＜
印
巳
く
P
O
－
く
．
一
雰
ざ
ミ
県
き
、
討
e
ミ
雲
ミ
き
§
、
ぎ

§
ト
ミ
一
↓
す
①
◎
ユ
①
暮
竺
｝
o
o
斤
ω
冒
o
旦
首
目
困
＞
困
①
旨
o
ぎ

、
8
昌
一
畠
塞

　
＜
①
∋
一
戸
く
．
宍
’
O
ミ
辻
s
§
ミ
｝
ぎ
一
く
マ
Ω
E
『
討
『
凹
O
雪
o
P

髪
o
①
『
⊆
戸
H
o
蜆
凸

　
勺
目
貝
甲
Z
’
§
“
奏
ざ
ミ
県
Ω
ミ
ミ
S
§
ま
弐
ぎ
ぎ
一

〇
ユ
①
鼻
巴
勺
目
巨
尉
す
胃
ω
凹
コ
o
U
」
g
ユ
一
〕
暮
o
■
－
㊤
鶉

　
…
＝
目
ω
巨
一
宍
．
；
．
一
§
“
o
ざ
ミ
§
“
§
§
o
ミ
辻
s
§
豪
s

｝
－
印
H
斗
専
｝
く
己
＜
印
｝
ケ
｝
く
団
p
｝
o
昌
す
凹
き
畠
宣

　
；
蠣
目
斥
ξ
U
胃
ω
プ
與
目
ω
巨
①
目
芦
§
“
Ω
§
ざ
、
ω
“
ミ
膏
§
“
ミ
沫
㌧

ト
臼
ミ
喜
ぎ
向
き
s
汁
o
“
亀
ミ
ミ
一
5
一
彗
－
5
2
印
｝
＝
巨
ざ
甲

巨
o
目
9
z
⑭
ミ
o
①
；
一
岩
o
o
g
o
o
l
－
－
ム
な
ど

（
1
2
）
｝
弐
o
q
－
①
き
＞
1
＝
二
雰
ざ
§
Ω
易
膏
亀
ミ
、
O
ミ
§
ミ
ミ

旨
沫
s
s
，
o
§
ぼ
δ
一
向
留
向
窃
勺
己
〕
ζ
o
印
庄
o
目
9
2
o
峯
o
①
≡
一

－
彗
O
O
（
8
冒
）
一
P
O

　
○
仁
箏
邑
目
胴
＝
頸
昌
一
＞
’
ト
ミ
ぎ
§
亀
§
、
吻
ミ
ミ
§
ミ
ぎ
ミ
s

完
魯
o
募
一
Ω
o
＜
鼻
．
O
①
鼻
『
竺
勺
冨
窪
一
艘
昌
－
戸
－
o
o
↓
－

　
↓
ゴ
印
o
”
■
丙
ニ
ト
s
〔
討
s
、
§
§
ミ
夢
〔
“
良
雰
δ
ミ
一
〇
ユ
①
g

■
o
目
①
目
昌
団
p
■
く
o
g
国
一
〕
印
戸
－
o
o
o
』
一
〇
l
H
o
o
o
o

（
1
3
）
O
ユ
①
易
o
目
．
ρ
＞
j
卜
“
§
沖
訂
o
吻
ミ
§
§
ミ
き
き
S
ざ
ト

ゆ
ミ
ー
ト
冬
o
2
竺
ω
陣
目
印
冨
巨
鶉
ω
一
U
o
－
巨
L
塞
o
o
（
冨
戸
）
一
p

㊤
　
↓
ゴ
印
O
印
『
一
甲
一
ト
雰
δ
ミ
ミ
き
導
亀
ミ
O
、
♪
勺
①
目
O
q
ゴ

巾
O
O
斤
ω
－
a
＝
＝
印
ヨ
崖
目
O
ω
奏
O
斗
戸
H
8
9
0
．
－
§

（
1
4
）
竃
曽
旨
昌
o
印
■
甲
ρ
（
＆
1
）
一
掌
“
雰
ざ
ミ
冒
ミ
、
O
ミ
、
ぎ
ミ

県
§
雨
§
、
ざ
ミ
き
§
膏
§
卜
少
｝
o
昌
σ
印
き
H
竃
♪
p
雷
な
ど

（
1
5
）
　
京
大
東
洋
史
辞
典
編
纂
会
編
、
東
洋
史
辞
典
、
東
京
創
元

社
、
一
九
八
○
、
五
五
二
頁

　
｝
ブ
算
s
o
7
印
q
p
ω
ニ
ト
b
“
ミ
“
o
ミ
s
ミ
県
ぎ
、
膏
ミ
雰
ざ
ミ
一

〇
－
｝
『
與
胴
畠
①
■
2
①
奏
く
昌
ぎ
－
畠
一
〇
．
昌
①

（
焔
）
　
雲
顯
」
自
目
一
α
四
箏
肉
．
O
－
（
①
O
－
）
一
〇
P
o
岸
二
P
N
N
べ

（
1
7
）
　
玄
装
（
水
谷
真
成
訳
）
、
『
大
唐
西
域
記
』
、
平
凡
杜
、
一
九

五
〇
、
三
四
八
頁

27　26　25　24　23　22　21　20　19　18

同
上
書
、
三
五
八
頁

同
上
書
、
三
五
八
頁
の
訳
老
註

…
ど
o
目
一
庄
凹
■
丙
．
O
．
（
①
o
‘
）
一
〇
〇
l
o
津
二
〇
－
－
蜆
ω

竃
印
目
汗
ε
o
．
ω
二
〇
p
q
戸
o

竃
ど
E
昌
o
凹
5
丙
．
O
．
（
①
創
．
）
－
o
P
o
ざ
’
P
－
蜆
ω

○
ユ
①
易
o
p
o
．
＞
二
〇
p
o
芦
一
ラ
昌
｛
．

－
一
〕
己
’
p
㊤
爵

旨
ご
j
軍
畠

；
印
目
斥
ξ
U
．
ω
二
〇
p
9
戸
り
‘
Φ

｝
巴
〕
弓
（
弐
．
一
〕
く
＞
箏
目
①
巨
9
ω
1
困
．
）
一
黒
｝
s
、
－
き
§
や

z
①
ミ
U
9
巨
一
畠
富
（
『
①
o
．
）
一
〇
』
o
0
H
一
p
蜆
匿

（
2
8
）
o
o
＝
蕩
巨
一
ω
．
ω
j
o
口
I
o
芹
一
P
震

（
2
9
）
旨
巳
二
戸
曽
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（
3
0
）
　
亭
己
’
P
S

（
3
1
）
　
｝
與
ヨ
巴
戸
o
o
．
ω
’
．
句
o
冨
ミ
o
a
．
一
b
8
軸
ミ
S
§
ま
o
ミ
s
§
、

　
豪
〔
ざ
ミ
、
§
、
－
コ
』
ぎ
コ
0
9
』
目
o
＝
o
｝
＞
宵
ざ
邑
け
冒
『
竺
丙
①
ω
①
『
o
芦

　
z
o
ミ
o
①
≡
一
H
㊤
ベ
ベ

（
3
2
）
　
こ
れ
は
一
部

　
里
目
①
q
－
①
き
＞
－
＝
＝
o
o
－
q
戸
o
．
ミ

　
竃
団
目
斥
p
U
l
ω
．
一
〇
〇
．
q
F
①

　
な
ど
で
裏
付
け
ら
れ
る

（
3
3
）
　
ω
ゴ
轟
巨
一
ω
．
ω
’
o
o
．
9
戸
o
．
宣

（
別
）
　
O
『
o
o
〆
9
　
幸
’
　
§
“
　
§
｝
S
　
s
ミ
、
　
O
§
討
ω
　
呉
　
き
“

＞
ざ
き
・
ミ
泳
膏
§
　
ぎ
、
ざ
一
　
〇
〇
ω
昌
o
　
勺
旦
U
＝
o
芭
巨
o
P
　
U
巴
＝
一

　
H
睾
ミ
（
篶
0
1
）
（
§
“
§
ざ
吻
S
ミ
～
Ω
湧
膏
ω
ミ
き
“
き
、
き
－

　
§
｝
膏
§
ま
e
“
ミ
〔
“
s
ミ
、
O
ミ
§
一
〇
巨
〔
団
暮
P
H
o
o
⑩
①
）
一
P
ト
ト
o

（
3
5
）
　
里
目
①
日
庁
き
＞
－
雪
J
o
o
I
9
け
一
〇
」
ω

（
3
6
）
　
ω
7
富
貫
ω
－
ω
二
〇
〇
－
q
ゴ
o
．
岩

（
〃
）
　
｝
O
ω
9
　
0
n
l
　
O
－
一
Ω
“
夷
ミ
ミ
　
　
ミ
　
　
、
ぎ
雨
　
き
§
S
ぎ
一

　
z
g
」
o
コ
竺
ω
o
o
斤
↓
昌
豊
z
①
奏
U
①
－
巨
L
竃
9
（
旦
斗
①
）

（
3
8
）
　
同
様
に
例
え
ぱ
羊
よ
り
山
羊
の
方
が
放
牧
権
料
が
高
い
の

　
は
、
山
羊
は
木
の
枝
に
飛
び
つ
い
て
そ
の
葉
を
食
べ
る
の
で
森

　
林
破
壊
へ
の
関
与
度
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
等
学
校
教
諭
）
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